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第23回 坊っちゃん文学賞　募集要項 
ここはあなたの「文学の入り口」です。アイデアとそれを生かした印象的な結末のあるショートショート

の応募をお待ちしています。 

 
　募集作品　　　　　　　　 

・　4,000字以内のショートショートを募集します。 

・　テーマは問いません。あなたの想像力を作品に生かしてください。 

・　日本語で書かれ、未発表で筆者自身のオリジナルな作品に限ります。 

　応募資格　　　　　　　　 
・　年齢、職業、国籍、プロ・アマは問いません。 

　応募方法・募集締切　　　 
・　インターネットでの応募：令和8年5月1日（金）8時30分から9月30日（水）23時59分までに、 

公式サイト（https:// bocchan-shortshort-matsuyama.jp）から応募フォームに進みご応募ください。 

※応募プラットフォーム「LIFE LOG BOX」のアカウント登録（無料）が必要です。 

・　郵送での応募：令和8年5月1日（金）から9月30日（水）（必着）までに、作品タイトル、著者名（公開 

可能な名前）、本名、生年月日、職業、郵便番号、住所、電話番号、メールアドレス（あれば）、賞を知った 

経緯、過去の坊っちゃん文学賞応募の有無を書いて、〒151-0051東京都渋谷区千駄ヶ谷4-12-8-2F 

株式会社パシフィックボイス「第23回坊っちゃん文学賞」係へ。​

応募原稿の体裁、書式、縦書き、横書きは自由です。 

　審査員　　　　　　　　　 
　審査員：田丸雅智、大原さやか、山戸結希　　アンバサダー：白濱亜嵐 

　賞　　　　　　　　　　　 
大賞（1名）：賞金50万円　　佳作（5名）：賞金10万円　　小学生特別賞（1名）：図書カード1万円分 

　発表・表彰式　　　　　　 
・　結果発表と表彰式は令和9年1月末から2月ごろを予定しています。 

・　最終審査を通過した作品の作者に直接通知します。 

・ 受賞者は表彰式にご出席ください。旅費は松山市が負担します。 

報道機関からの写真撮影やインタビューにご協力をお願いします。 

・　大賞作品は雑誌「ダ・ヴィンチ」に掲載します。 

　注意事項　　　　　　　　 
・　1人で何作品でも応募できます。 

※ただし、例えばAIなどを用いていたずらに多くの作品を投稿するなど、 

円滑な審査の支障になるような迷惑行為はご遠慮ください。 

・　応募フォームから応募する場合、一度に添付できるのは10作品までです。 

　　11作品以上応募する際は、再度応募フォームに入力をお願いします。 

・　学校やクラス単位での応募もできます。 

・　応募作品の差し替えや修正、また、募集期間後の応募取下げは受け付けません。 

・　応募作品は返却しません。 

・　大賞、佳作、小学生特別賞受賞作品の著作権は松山市に帰属します。 

・　選考に関するお問い合わせには応じられませんのでご了承ください。 

・　これまでにＷＥＢ上へ掲載したことがある作品は未発表とはみなしません。 

・　作品に個人情報や実在の企業名などを使用することや、他の文学賞などへの二重投稿はご遠慮ください。 

・　小学生特別賞は平成26年（2014年）4月2日から令和2年（2020年）4月1日生まれの方が対象です。 
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　お問い合わせ　　　　　　 
松山市役所　文化・ことば課 電話089-948-6524　ファクス089-934-1913 

 
 
 

メールbocchan@city.matsuyama.ehime.jp 

 
 

開催年 
 

回 
 

応募数 
 
大賞・受賞者 

 
大賞・作品名 

 
備考 

S63～ 
H元 

第１回 1,386  月本　　裕 
『今日もクジラは元気だよ』​
（改題：キャッチ） 

 

H2～3 第２回 740  中脇　初枝 『魚のように』 
受賞時は高校3年生。その後、坪田譲治文
学賞（2013年）や2016年本屋大賞3位など 

H4～5 第３回 1,057  
光山　明美 

『土曜日の夜～　​
The Heart of Saturday Night』 

 

巌谷　藍水 『ノスタルジア』 受賞時は高校3年生 

H6～7 第４回 1,164  敷村　良子 『がんばっていきまっしょい』 
1998年映画化、2005年テレビドラマ化、
2024年劇場アニメーション化 

H8～9 第５回 1,037  大武　完 『映写機カタカタ』  

H10～11 第６回 910  長屋　　潤 『マジックドラゴン』  

H12～13 第７回 811  
鬼丸　智彦 『富士川』  

瀬尾　まいこ 『卵の緒』 
『そして、バトンは渡された』で2019年本屋
大賞受賞 

H14～15 第８回 1,008  浅井　　柑 『三度目の正直』 受賞時は高校3年生 

H16～17 第９回 1,067  大沼　紀子 『ゆくとし　くるとし』  

H18～19 第10回 1,048  甘木　つゆこ 
『タロウの鉗子』​
（改題：はさんではさんで） 

 

H20～21 第11回 1,138  

ふじくわ　綾 『右手左手、左手右手』  

村崎 えん 『なれない』  

H22～23 第12回 1,057  真枝　志保 『桃と灰色』  

H24～25 第13回 1,060  桐　りんご 『キラキラハシル』  

H26～27 第14回 911  卯月 イツカ 『名もない花なんてものはない』  

H28～29 第15回 

小説 

854 
鈴川　紗以 『ルカの麒麟』 

15回の節目と子規・漱石生誕150年を記念
し、ショートショート部門を設置 ショートショート

1,087 
塚田　浩司 『オトナバー』 

R元 第16回 5,628 高野　ユタ 『羽釜』 
『ひゃくいろ節眼鏡』で株式会社ベルモニー
presentsショートショートコンテスト最優秀賞
受賞（2020年） 

R2 第17回 9,318   
山猫軒従業員・
黒猫 

『ドリームダイバー』  

R3　　　

　　 
第18回 6,952 椿あやか 『月光キネマ』  

R4 第19回 7,026 そるとばたあ 『ジャイアントキリン群』  

R5 第20回 8,014 望月　滋斗 『ライフ・イズ・ア・ムービー』  

R6 第21回 8,341 髙山　幸大 『恩返し』  

R7 第22回 9,900 フカミ　エミコ 『読書完走文』  

○平成元年の市制100周年を記念して、昭和63年から、斬新な作風の青春文学小説の募集を開始。全国の 
　多くの市が市制100周年を迎え、記念事業として文学賞を開催する中で、「坊っちゃん文学賞」は自治体 

文学賞の先駆けになった。 
○審査員は椎名誠氏（審査員長）、早坂暁氏、景山民夫氏、中沢新一氏、高橋源一郎氏の5名で開始。　　　　　　　平成

10年に景山氏が死去、平成29年に早坂氏が死去。 
○第15回までは2カ年事業として実施。初年度は募集、翌年度は審査・発表を行う。第16回からは、ショート 

ショートの文学賞としてリニューアルし、毎年実施。 
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○第4回大賞の『がんばっていきまっしょい』のように映画化やテレビドラマ化、劇場アニメーション化される作品が生まれ
るなど、新人作家の登竜門になり、「ことばと文学のまち松山」を代表する取り組みの一つ。 

○第7回大賞の瀬尾まいこ氏が『そして、バトンは渡された』で2019年本屋大賞を受賞。 
○第15回から第17回受賞のショートショート作品を収録した書籍『夢三十夜』が令和3年6月に出版。 
 

株式会社パシフィックボイス　PR田中 
press@shortshorts.org 

使用可能画像のダウンロード 
https://drive.google.com/drive/folders/1Y957KIn1hr0Y1_fNA1f09BkxbLCmCPM4?usp=sharing 
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